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人工知能試験問題    小谷
自分のノートを参照してよい。１枚の答案にかくこと。１００点満点であるが問題は130点ほどある。
問1　（範囲外のため略）

問2　　どの人もその年齢は、2007から生年を引けば得られる（簡単のためにみんなまだ2008年の誕生日を迎えていないとする）。生年が先に与えられるとして、このことについてフレームの推論について問に答えよ。
（1）「人」フレーム、「太郎」フレームを書いて示せ。ただし、太郎の生年は1985年であるというデータもあるとする。
（2）太郎の年齢を尋ねたとする。これを行う、ｉｆ－ｎｅｅｄｅｄデモンを記述し、その動作を説明せよ。
（3）(2)とは別の方法について考える。太郎の生年が1985年であると、はじめてわかったとする。このときに行う、ｉｆ－ａｄｄｅｄデモンを記述し、その動作を説明せよ。
（4）後ろ向き推論、前向き推論、デモン、インヘリタンスについて、この問題を使って説明せよ。
問3．　次のものを説明せよ。    
（1）Ｑ学習とεグリーディ法
（2）山登り法とランダムウォークが遺伝アルゴリズムとどう関係するか

（3）横型探索を処理するためのデータ構造
（4）おなじ関数値を再度計算しない関数計算とトランスポジションテーブル
(5) 決定木学習とエントロピー
(6) ゲームにおける評価にモンテカルロ法を使うこと
(7) 自然界で生物が超並列計算をしているということ

問4　　αβ法で左から計算するとする。

 (1)式　max(min(9,10,2),min(8,1,6) ,min(4,5,11),min(6,3,7))　の値を求めよ。
 (2)上の式の計算しなくて良い部分はどこか。
 (3)上の式において、αβ法が最大限発揮されるように、maxやminの引数の順番を変えたものの一例を示せ。またそのときの計算しなくて良い部分を示せ。                         ■
